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知の先達たちに聞く（14）――小松久男先生をお迎えして――

知の先達たちに聞く（14）
――小松久男先生をお迎えして――

　2019 年 7 月 5 日、小松久男先生を京都大学にお迎えし、講演会「知の先達たちに聞く―小松久男
先生をお迎えして」を開催した。「知の先達たちに聞く」シリーズは今回で第 14 回目となる。小松
先生は、中央アジア・中央ユーラシア近現代史の分野において長年現地語資料に基づいた研究を重
ねられ、ロシア革命期のムスリム知識人の思想と活動、ロシア・ムスリムのネットワーク、近現代
史におけるイスラームの展開などを明らかにし、またこの分野の後進の育成にご尽力してこられた。
主な著書に『革命の中央アジア―あるジャディードの肖像』（東京大学出版会、1996 年）、『激動の中
のイスラーム―中央アジア近現代史』（山川出版社、2014 年）、『近代中央アジアの群像―革命の世
代の軌跡』（山川出版社、2018 年）、編著に『テュルクを知るための 61 章』（明石書店、2016 年）など
がある。
　「中央アジアからの眺望」と題した今回の講演会では、中央アジア研究の志を抱いたきっかけに
始まり、その後のソ連解体という劇的な研究環境の変化のなかでの学問的関心の変遷と発展、その
研究成果について、数々の興味深いエピソードを交えてお話いただいた。小松先生のお人柄と研究
への尽きないご関心、そこから生まれた狭い専門にとらわれない、幅広い研究交流についても、時
代の息吹とともにうかがい知ることができ、たいへん有意義なひと時であった。
　以下、講演会記録に先立ち、小松先生の略歴を記しておきたい。また、先生のご業績については、
講演記録の後にその一覧を掲載している。

小松久男先生――略歴――

<学歴 >
1974 年 3 月　東京教育大学文学部史学科東洋史学専攻卒業
1974 年 4 月　東京大学大学院人文科学研究科修士課程（東洋史学）入学
1978 年 4 月　東京大学大学院人文科学研究科博士課程（東洋史学）入学
1978年 11月　トルコ政府奨学金により、アンカラ大学言語・歴史・地理学部に留学
1980 年 3 月　東京大学大学院人文科学研究科博士課程（東洋史学）中退

<職歴 >
1980 年 4 月　東海大学文学部文明学科西アジア課程専任講師
1987 年 4 月　東海大学文学部文明学科西アジア課程助教授
1992 年 4 月　東京外国語大学外国語学部中東語学科助教授
1995 年 4 月　東京大学大学院人文社会系研究科助教授
1996 年 4 月　東京大学大学院人文社会系研究科教授
2012 年 4 月　東京外国語大学大学院総合国際学研究院特任教授
2017 年 4 月　東京外国語大学世界言語社会教育センター特別教授
2019 年 3 月　同退職
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<主な役職>
・東京大学大学院人文社会系研究科長（2009～10 年度）
・日本学術会議会員（第 22～23 期：2011 年 10 月～2017 年 9 月）
・公益財団法人史学会理事長（2012～2013 年度）
・内陸アジア史学会会長（2013～2016 年度）

<受賞 >
2002 年　毎日出版文化賞、共編『岩波イスラーム辞典』岩波書店、2002 年による

中央アジアからの眺望

　みなさん、こんにちは。小松です。今日はこういう機会を設けて
いただきまして、大変ありがとうございます。自分の研究を語るとい
うのは、とても面映い感じがするのですが、せっかくの機会ですので、
いくつか多少ともおもしろそうなことをお話ししたいと思います。
　私は、中学・高校の時代にシルクロードの探検記であるとか、井
上靖の歴史小説とか、そういったものを読んでいるうちに中央アジ
アに憧れをいだくようになり、大学ではぜひ西域の歴史やシルク
ロードについて勉強しようと思って進学しました。ただ、私が進学
したときというのは、学生運動が日本全国で巻き起こっていた時代で、最初に受験した年は東京大
学や東京教育大学の入試がないという状況でした。ダメモトで京都大学を受験しましたが、ここも
なかなか大変で、校舎が使えなかったので、近畿予備校というところで試験がありました。予備校
の机なのでとても狭くて、隣の人の答案が自然に見えてしまうんですね。結果としては、見事に不
合格になりました。唯一の成果は、そのときちょうど雪が降っていたので、美しい雪の銀閣寺を見
て東京に帰ったという記憶があります。次の年に大学をもう一度受験して、東京教育大学に入学し、
東洋史に籍をおきました。しかし、当時の東洋史研究室には学生運動の活動家がそろっていて、革
命であるとか、大学の変革であるとか、尖鋭な話題が語られていました。そこでシルクロードなど
という話をすると、何を考えているんだということになるんですね。今風にいえば「ボーっと生き
てんじゃねーよ！」という感じの世界でした。

中央アジア研究への第一歩

　そこでいろいろと考えていくうちに、日常の世界というか、社会や政治が大きく変わるというの
はいったいどういうことか、そういうものを自ら経験した人々は、どのようなことを考えていたの
か―中央アジアの場合でいいますと、ちょうど近代にはロシアという大帝国に征服され、そのあ
とロシア革命という大変革が起こって、まさに激動の歴史を経験したわけですが―そういうなか
で生きた人々はどのような考え方をもち、いかに行動したのか、そこにだんだん興味が移っていき
ました。ただ、当時、東洋史といえば中国史がメインですから、中央アジア史の授業などほとんど
ないんですね。大学紛争の影響もあって授業は頻繁に休みになっていたので、その間先輩からロシ
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